
松江圏域
県管理河川に関する減災対策協議会

（フォローアップ）

【資料４】

・令和元年度までの取組状況
・令和２年度の取組予定



項 目 １．想定最大規模降雨に係る洪水浸水想定区域図の作成・周知

内 容
Ｒ元年度取組 飯梨川、伯太川の作成【R1.6.28公表】、不動産関連業界団体へ出前講座（島根県）

Ｒ２年度予定 公表した区域図を活用して水害リスクに関する出前講座を実施（島根県）

取組機関 島根県

○気候変動により頻発化・激甚化する水災害に対応するため想定される最大規模の降雨を前提として、洪水時に浸水が想定
される区域（洪水浸水想定区域図）を河川管理者が指定・公表。（平成27年5月の水防法一部改正）

洪水に係る浸水想定区域について、想定し得る最大
規模の洪水に係る区域に拡充 （現行は、河川整備にお
いて基本となる降雨を前提とした区域）

水防法改正の概要

近年､現在の想定を超える浸水被害が多発

平成26年8月 避難所2階の浸水
（徳島県）

課 題

河川整備において基本となる降雨を前提 想定し得る最大規模の降雨を前提

意宇川５０年確率
（363mm／24時間）

概ね１０００年以上の確率
（589mm／24時間）

例）

＜平成19年7月公表＞ ＜平成30年5月公表＞
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項 目 １．想定最大規模降雨に係る洪水浸水想定区域図の作成・周知

内 容
Ｒ元年度取組 飯梨川、伯太川の作成【R1.6.28公表】、不動産関連業界団体へ出前講座（島根県）

Ｒ２年度予定 公表した区域図を活用して水害リスクに関する出前講座を実施（島根県）

取組機関 島根県

計 20河川（重複除く）

洪水浸水想定区域図作成対象河川

県 洪水予報河川 3河川
県水位周知河川 18河川

神戸川

対象河川 関係市町村 公表年次

1 意宇川 松江市 H30.5.25

2 飯梨川 安来市 R01.6.28

3 伯太川 安来市 R01.6.28

4 斐伊川 雲南市 H31.4.26

5 赤川 雲南市 H31.4.26

6 三刀屋川 雲南市 H31.4.26

7 久野川 雲南市 H31.4.26

8 神戸川 出雲市 R02予定

9 静間川 大田市 H31.4.26

10 三瓶川 大田市 H31.4.26

11 敬川 江津市 H31.2.22

12 八戸川 江津市 R01.10.23

13 浜田川 浜田市 R02予定

14 周布川 浜田市 R02予定

15 下府川 浜田市 R02予定

16 三隅川 浜田市 R02予定

17 益田川 益田市 H30.5.25

18 津和野川 津和野町 H30.5.25

19 高津川 吉賀町 H30.5.25

20 八尾川 隠岐の島町 H31.2.22

□洪水浸水想定区域を作成する対象河川（県管理）
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項 目 ２．水害ハザードマップの改良・周知

内 容

Ｒ元年度取組

ハザードマップ（防災ガイドブック）の全戸配布、朝酌小４年生防災出前授業（松江
市）
マップonしまねや配布済みのハザードマップについて出前講座等を通じて活用法等を
周知（安来市）

Ｒ２年度予定
ハザードマップを活用した出前講座、出前授業の開催（松江市）
想定最大規模降雨に係る洪水浸水想定区域図の公表を受け、ハザードマップの見直し
を行う（安来市）

取組機関 松江市、安来市

ハザードマップ（防災ガイドブック）（松江市）

周知活動の状況（松江市）
朝酌小学校防災授業でのハザードマップ活用（R2.1.28）
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項 目 ２．水害ハザードマップの改良・周知

内 容

Ｒ元年度取組

ハザードマップ（防災ガイドブック）の全戸配布、朝酌小４年生防災出前授業（松江
市）
マップonしまねや配布済みのハザードマップについて出前講座等を通じて活用法等を
周知（安来市）

Ｒ２年度予定
ハザードマップを活用した出前講座、出前授業の開催（松江市）
想定最大規模降雨に係る洪水浸水想定区域図の公表を受け、ハザードマップの見直し
を行う（安来市）

取組機関 松江市、安来市

周知活動の状況（安来市）
第三中学校防災学習でのハザードマップ活用

4



項 目 ３．避難勧告等の発令に着目した水害対応タイムラインの策定

内 容

Ｒ元年度取組

出水期前に連絡調整会議を開催し、関係機関で水害対応ﾀｲﾑﾗｲﾝ、ﾁｪｯｸﾘｽﾄ等の情報を
共有。（協議会全体）
タイムラインを活用した住民避難訓練の実施（松江市）
警戒レベルの設定に伴い、避難勧告等の判断・伝達マニュアル及びタイムラインの見
直しを実施（安来市）

Ｒ２年度予定

出水期前に連絡調整会議を開催し、関係機関で水害対応ﾀｲﾑﾗｲﾝ、ﾁｪｯｸﾘｽﾄ等の情報を
共有。実洪水・情報伝達訓練を通じ必要に応じて見直し。（協議会全体）
マイタイムライン作成に向けた出前講座等研修会の実施（松江市）
避難勧告等の判断・伝達マニュアル及びタイムラインの見直しを行う（安来市）
水害タイムライン作成時において要請があれば、技術的助言を行う（出雲河川）
水害対応タイムラインの確認・調整。水害対応タイムラインにおいて防災気象情報を
有効に活用する観点から助言（松江地方気象台）

取組機関 協議会全体

例）
意宇川
【神納橋観測所】
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項 目 ３．避難勧告等の発令に着目した水害対応タイムラインの策定

内 容

Ｒ元年度取組

出水期前に連絡調整会議を開催し、関係機関で水害対応ﾀｲﾑﾗｲﾝ、ﾁｪｯｸﾘｽﾄ等の情報を
共有。（協議会全体）
タイムラインを活用した住民避難訓練の実施（松江市）
警戒レベルの設定に伴い、避難勧告等の判断・伝達マニュアル及びタイムラインの見
直しを実施（安来市）

Ｒ２年度予定

出水期前に連絡調整会議を開催し、関係機関で水害対応ﾀｲﾑﾗｲﾝ、ﾁｪｯｸﾘｽﾄ等の情報を
共有。実洪水・情報伝達訓練を通じ必要に応じて見直し。（協議会全体）
マイタイムライン作成に向けた出前講座等研修会の実施（松江市）
避難勧告等の判断・伝達マニュアル及びタイムラインの見直しを行う（安来市）
水害タイムライン作成時において要請があれば、技術的助言を行う（出雲河川）
水害対応タイムラインの確認・調整。水害対応タイムラインにおいて防災気象情報を
有効に活用する観点から助言（松江地方気象台）

取組機関 協議会全体

意宇川避難訓練用
タイムライン（松江市）
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項 目 ４．洪水時における河川管理者からの情報提供（ホットラインの定着）

内 容
Ｒ元年度取組

情報伝達演習においてホットラインを実施し、連絡体制の定着を図った（H31.4.25）
（松江市、安来市、島根県）
実洪水でのホットライン無し

Ｒ２年度予定 情報伝達演習においてホットラインを実施し、連絡体制の定着図る。（松江市、安来
市、松江地方気象台、島根県）

取組機関 松江市、安来市、松江地方気象台、島根県

▼実洪水でのホットライン（意宇川）

ホットラインを含めた情報伝達演習の実施
（H31.4.25）

▼実洪水でのホットライン（伯太川）

ホットラインを含めた情報伝達演習の実施
（R2.5.12）
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項 目 ５．避難勧告等の発令判断を的確に行うための水防情報提供の充実

内 容

H31年度実施

新水防情報システムの開発完了～運用開始。周知への取組（島根県）
雨量計、水位計等の更新に着手（島根県）
台風予報に係る予報円、暴風警戒域の絞り込みとともに台風予報の信頼度をより的確に
表現する形での発表を開始（松江地方気象台）
大雨警報（土砂災害）の危険度分布の高解像度化の開始（松江地方気象台）
危険度分布とリスク情報（浸水想定区域、土砂災害警戒区域）を重ね合わせて表示できる
よう改善（松江地方気象台）

Ｒ２年度予定
雨量計、水位計等の更新完了（島根県）
警報、注意報の基準について評価及び検証を行い、必要に応じて基準の見直しを行う
（松江地方気象台）

取組機関 松江地方気象台、島根県

出水期に向けてアクセス数増加

８月は大雨警報発令が３回
雨が降るとアクセス数がUP

一般向けチラシ 変更前 変更後

１．周知の取組状況
◇報道発表
・H31.3.~5月
新聞４社、テレビ１社で報道
◇チラシ作成
・各種会議,出前講座.イベント,
小中学校等へ配布

小学校向けチラシ

２．水防情報システムへのアクセス状況

◇最大アクセス数
（１時間当り）
8/29 11:00~12:00 
・アクセス数 2,553
・閲覧ページ数 18,465

◇県内で松江と隠岐以外に
大雨警報が8/29 10:54発令

３．今後の取組
◇防災メールへURL掲載

◇過去の雨量・水位データの提供
・ダウンロードサイトの開設
・水防システムにリンク先を掲載

島 根 県
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項 目 ５．避難勧告等の発令判断を的確に行うための水防情報提供の充実

内 容

H31年度実施

新水防情報システムの開発完了～運用開始。周知への取組（島根県）
雨量計、水位計等の更新に着手（島根県）
台風予報に係る予報円、暴風警戒域の絞り込みとともに台風予報の信頼度をより的確に
表現する形での発表を開始（松江地方気象台）
大雨警報（土砂災害）の危険度分布の高解像度化の開始（松江地方気象台）
危険度分布とリスク情報（浸水想定区域、土砂災害警戒区域）を重ね合わせて表示できる
よう改善（松江地方気象台）

Ｒ２年度予定
雨量計、水位計等の更新完了（島根県）
警報、注意報の基準について評価及び検証を行い、必要に応じて基準の見直しを行う
（松江地方気象台）

取組機関 松江地方気象台、島根県

松江地方気象台 防災気象情報の改善（令和元年度実施） 令和元年６月１２日より
〇台風の予報円及び暴風警戒域をより絞り込む改善
〇台風予報の信頼度をより的確に表現する改善

予報円の半径がこれまでよりも
平均して約20％小さくなった
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項 目 ５．避難勧告等の発令判断を的確に行うための水防情報提供の充実

内 容

H31年度実施

新水防情報システムの開発完了～運用開始。周知への取組（島根県）
雨量計、水位計等の更新に着手（島根県）
台風予報に係る予報円、暴風警戒域の絞り込みとともに台風予報の信頼度をより的確に
表現する形での発表を開始（松江地方気象台）
大雨警報（土砂災害）の危険度分布の高解像度化の開始（松江地方気象台）
危険度分布とリスク情報（浸水想定区域、土砂災害警戒区域）を重ね合わせて表示できる
よう改善（松江地方気象台）

Ｒ２年度予定
雨量計、水位計等の更新完了（島根県）
警報、注意報の基準について評価及び検証を行い、必要に応じて基準の見直しを行う
（松江地方気象台）

取組機関 松江地方気象台、島根県

松江地方気象台 防災気象情報の改善（令和元年度実施）
令和元年6月28日13時実施

大雨警報（土砂災害）の「危険度分布」の高解像度化
この高解像度化により住民の避難が必要な範囲をより適確に示すことが可能となり、市町村が避難
勧告等を発令する際の対象地域の絞り込みの判断を支援するとともに、住民の方々に一層の「我が
事感」をもって危険度の高まりを把握いただく等、避難行動の判断を支援します。

５kmメッシュ 1kmメッシュ
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項 目 ５．避難勧告等の発令判断を的確に行うための水防情報提供の充実

内 容

H31年度実施

新水防情報システムの開発完了～運用開始。周知への取組（島根県）
雨量計、水位計等の更新に着手（島根県）
台風予報に係る予報円、暴風警戒域の絞り込みとともに台風予報の信頼度をより的確に
表現する形での発表を開始（松江地方気象台）
大雨警報（土砂災害）の危険度分布の高解像度化の開始（松江地方気象台）
危険度分布とリスク情報（浸水想定区域、土砂災害警戒区域）を重ね合わせて表示できる
よう改善（松江地方気象台）

Ｒ２年度予定
雨量計、水位計等の更新完了（島根県）
警報、注意報の基準について評価及び検証を行い、必要に応じて基準の見直しを行う
（松江地方気象台）

取組機関 松江地方気象台、島根県

松江地方気象台 防災気象情報の改善（令和元年度実施）
令和元年１２月２４日より
〇危険度分布とリスク情報を重ね合わせて表示

浸水想定区域を
重ね合わせ

凡例も表示

ボタンで切替
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項 目 ５．避難勧告等の発令判断を的確に行うための水防情報提供の充実

内 容

H31年度実施

新水防情報システムの開発完了～運用開始。周知への取組（島根県）
雨量計、水位計等の更新に着手（島根県）
台風予報に係る予報円、暴風警戒域の絞り込みとともに台風予報の信頼度をより的確に
表現する形での発表を開始（松江地方気象台）
大雨警報（土砂災害）の危険度分布の高解像度化の開始（松江地方気象台）
危険度分布とリスク情報（浸水想定区域、土砂災害警戒区域）を重ね合わせて表示できる
よう改善（松江地方気象台）

Ｒ２年度予定
雨量計、水位計等の更新完了（島根県）
警報、注意報の基準について評価及び検証を行い、必要に応じて基準の見直しを行う
（松江地方気象台）

取組機関 松江地方気象台、島根県

松江地方気象台 防災気象情報の改善（令和元年度実施）
令和元年１２月２４日より
〇危険度分布とリスク情報を重ね合わせて表示

土砂災害警戒
区域等を重ね
合わせ

凡例も表示
ボタンで切替
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○防災気象情報の改善（令和元年度実施） 令和２年３月１８日より 天気の分布予報及び時系列予報を改善

分布予報・時系列予報を高解像度化し、予報期間を延長するなどにより、様々な場所における明日までの３時間毎
の天気・気温・３時間降水量・３時間降雪量が、これまで以上に詳しく把握できます。

リニューアルされた気象庁ホームページから、屋外での活動・イベントの前に新たな分布予報を確認して熱中症対
策に役立てたり、時系列予報を確認して翌日１日分の行動計画を立てるなど、様々にご活用いただけます。

項 目 ５．避難勧告等の発令判断を的確に行うための水防情報提供の充実

内 容

H31年度実施

新水防情報システムの開発完了～運用開始。周知への取組（島根県）
雨量計、水位計等の更新に着手（島根県）
台風予報に係る予報円、暴風警戒域の絞り込みとともに台風予報の信頼度をより的確に
表現する形での発表を開始（松江地方気象台）
大雨警報（土砂災害）の危険度分布の高解像度化の開始（松江地方気象台）
危険度分布とリスク情報（浸水想定区域、土砂災害警戒区域）を重ね合わせて表示できる
よう改善（松江地方気象台）

Ｒ２年度予定
雨量計、水位計等の更新完了（島根県）
警報、注意報の基準について評価及び検証を行い、必要に応じて基準の見直しを行う
（松江地方気象台）

取組機関 松江地方気象台、島根県
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整備事例〔飯梨川（矢田）〕

項 目 ６．水害リスクの高い箇所を監視する簡易水位計等の整備

内 容
Ｒ元年度取組 島根県／河川監視カメラの整備〔松江市：佐陀川〕

Ｒ２年度予定 島根県／河川監視カメラの整備〔松江市：意宇川、安来市：伯太川〕

取組機関 島根県、（松江市、安来市）

市町村名 河川名 市町村名 河川名
松江市 佐陀川 奥出雲町 斐伊川
出雲市 新内藤川 飯南町 神戸川３

出雲市 神戸川 邑南町 出羽川

R1簡易型河川監視カメラ（１２基）

市町村名 河川名 市町村名 河川名 市町村名 河川名
安来市 伯太川１ 雲南市 斐伊川 浜田市 三隅川

安来市 伯太川２ 大田市 静間川 津和野町 津和野川

松江市 意宇川１ 江津市 八戸川 吉賀町 高津川

R2河川監視カメラ（１６基）

島 根 県
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項 目 ６．水害リスクの高い箇所を監視する簡易水位計等の整備

内 容
Ｒ元年度取組 島根県／河川監視カメラの整備〔松江市：佐陀川〕

Ｒ２年度予定 島根県／河川監視カメラの整備〔松江市：意宇川、安来市：伯太川〕

取組機関 島根県、（松江市、安来市）

市町村名 河川名 市町村名 河川名
松江市 佐陀川 奥出雲町 斐伊川
出雲市 新内藤川 飯南町 神戸川３

出雲市 神戸川 邑南町 出羽川

R1簡易型河川監視カメラ（１２基）

市町村名 河川名 市町村名 河川名 市町村名 河川名
安来市 伯太川１ 雲南市 斐伊川 浜田市 三隅川

安来市 伯太川２ 大田市 静間川 津和野町 津和野川

松江市 意宇川１ 江津市 八戸川 吉賀町 高津川

R2河川監視カメラ（１６基）

島 根 県

佐陀川監視カメラ （夜間画像）
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防災出前講座（出雲市灘分地区）（出雲河川事務所）
（R1.6.25）

防災出前講座（出雲市長浜地区）（出雲河川事務所）
(R1.8.25)

実施日：令和元年6月25日（火）19:00～20:00
会 場：出雲市灘分コミュニティーセンター
参加者：灘分地区自治協会、町内会長、防災委員等 約70名
内 容：最近の雨（H30年の出水について）

斐伊川の水位について（水防基準）
防災情報の入手方法
日頃の備え

実施日：令和元年8月25日（日）9:00～10:00
会 場：出雲市長浜コミュニティーセンター
参加者：長浜地区災害対策本部、出雲市消防団長浜分団 約60名
内 容：平成30年の出水について

防災ハザードマップについて
斐伊川・神戸川の水位について（水防基準）
防災情報の入手方法
斐伊川タイムライン

長浜地区防災出前講座の様子

項 目 ７．住民の水防災意識の向上に資する出前講座や広報紙を活用した防災知識の普及

内 容

H31年度取組
出前講座の実施、意宇川避難訓練後の防災研修会実施（松江市）
出前講座の実施（24回）、防災学習のサポート（安来市）
出前講座、研修会を実施（出雲河川事務所、松江地方気象台、島根県）
新聞広報（考える県政）による情報発信（島根県）

Ｒ２年度予定
出前講座の実施（松江市）
出前講座の実施、広報誌による防災知識の普及（安来市）
出前講座、研修会を実施（出雲河川事務所、松江地方気象台）
出前講座の実施、新聞広報による情報発信（島根県）

取組機関 松江市、安来市、出雲河川事務所、松江地方気象台、島根県
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意宇川避難訓練後防災研修（R1.10.6)（松江市） 出前講座の実施（R1.7.11)（松江市）

項 目 ７．住民の水防災意識の向上に資する出前講座や広報紙を活用した防災知識の普及

内 容

H31年度取組
出前講座の実施、意宇川避難訓練後の防災研修会実施（松江市）
出前講座の実施（24回）、防災学習のサポート（安来市）
出前講座、研修会を実施（出雲河川事務所、松江地方気象台、島根県）
新聞広報（考える県政）による情報発信（島根県）

Ｒ２年度予定
出前講座の実施（松江市）
出前講座の実施、広報誌による防災知識の普及（安来市）
出前講座、研修会を実施（出雲河川事務所、松江地方気象台）
出前講座の実施、新聞広報による情報発信（島根県）

取組機関 松江市、安来市、出雲河川事務所、松江地方気象台、島根県
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安来市防災研修棟に於いて第二中学校防災学習
（参加者約30名）

学校や地域での防災知識の普及
（松江地方気象台）

項 目 ７．住民の水防災意識の向上に資する出前講座や広報紙を活用した防災知識の普及

内 容

H31年度取組
出前講座の実施、意宇川避難訓練後の防災研修会実施（松江市）
出前講座の実施（24回）、防災学習のサポート（安来市）
出前講座、研修会を実施（出雲河川事務所、松江地方気象台、島根県）
新聞広報（考える県政）による情報発信（島根県）

Ｒ２年度予定
出前講座の実施（松江市）
出前講座の実施、広報誌による防災知識の普及（安来市）
出前講座、研修会を実施（出雲河川事務所、松江地方気象台）
出前講座の実施、新聞広報による情報発信（島根県）

取組機関 松江市、安来市、出雲河川事務所、松江地方気象台、島根県
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県・市町村職員向け
水防研修会の実施（島根県・松江地方気象台）

日時 令和元年６月７日（金）９ ００～１２ ００
場所 島根県庁６階 講堂
対象 県・市町村職員 約２５名
内容 水防法・島根県水防計画の概要 島根県河川課

防災気象情報の利活用 松江地方気象台

日時 令和元年６月２２日（日）
内容 ５段階の「警戒レベル」と避難のタイミングについて

日頃からの災害の備えについて
島根県が配信する各種防災情報の入手先について

新聞広報による情報発信
考える県政の掲載（島根県）

日時 令和元年１２月９日（月）
場所 ホテル一畑
対象 宅地建物取引業従事者 約８０名
内容 洪水浸水想定区域図の概要・入手方法

不動産関連業界団体への
水害リスクに関する情報の解説（島根県）

項 目 ７．住民の水防災意識の向上に資する出前講座や広報紙を活用した防災知識の普及

内 容

H31年度取組
出前講座の実施、意宇川避難訓練後の防災研修会実施（松江市）
出前講座の実施（24回）、防災学習のサポート（安来市）
出前講座、研修会を実施（出雲河川事務所、松江地方気象台、島根県）
新聞広報（考える県政）等による情報発信（島根県）

Ｒ２年度予定
出前講座の実施（松江市）
出前講座の実施、広報誌による防災知識の普及（安来市）
出前講座、研修会を実施（出雲河川事務所、松江地方気象台）
出前講座の実施、新聞広報等による情報発信（島根県）

取組機関 松江市、安来市、出雲河川事務所、松江地方気象台、島根県

出前講座、研修会の実施、新聞広報等による情報発信
（島根県）
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広報紙による情報発信

■洪水時のダムの働きや避難の必要性等について、広報紙やケーブルテレビにより分かりやすく周知

◇安来市内で放映される「やすぎどじょこテレビ」に出演し、
布部ダムや山佐ダムを例に、ダムのはたらきや洪水調節に
ついて解説を行った

ケーブルテレビによる情報発信

項 目 ７．住民の水防災意識の向上に資する出前講座や広報紙を活用した防災知識の普及

内 容

H31年度取組
出前講座の実施、意宇川避難訓練後の防災研修会実施（松江市）
出前講座の実施（24回）、防災学習のサポート（安来市）
出前講座、研修会を実施（出雲河川事務所、松江地方気象台、島根県）
新聞広報（考える県政）による情報発信（島根県）

Ｒ２年度予定
出前講座の実施（松江市）
出前講座の実施、広報誌による防災知識の普及（安来市）
出前講座、研修会を実施（出雲河川事務所、松江地方気象台）
出前講座の実施、新聞広報による情報発信（島根県）

取組機関 松江市、安来市、出雲河川事務所、松江地方気象台、島根県

出前講座、研修会の実施、新聞広報等による情報発信
（島根県）
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項 目 ８．水害リスクの高い重要水防区域、危険な箇所の共同点検等

内 容

H31年度取組 「危険な箇所」「重要水防区域」「水防資機材」の共同点検を実施。「水防資機材」
の提供方法についても確認（島根県、松江市、安来市、各消防団等）

Ｒ２年度予定

出水期前に、「危険な箇所」「重要水防区域」「水防資機材」の共同点検を実施。
「水防資機材」の提供方法についても確認。
地元自治会との共同点検を実施し、危険個所等の情報を共有
（島根県、松江市、安来市、各消防団等）

取組機関 松江市、安来市、各消防団等、島根県

意宇川危険個所
共同点検

（島根県、松江市
（消防団））
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項 目 ８．水害リスクの高い重要水防区域、危険な箇所の共同点検等

内 容

H31年度取組 「危険な箇所」「重要水防区域」「水防資機材」の共同点検を実施。「水防資機材」
の提供方法についても確認（島根県、松江市、安来市、各消防団等）

Ｒ２年度予定

出水期前に、「危険な箇所」「重要水防区域」「水防資機材」の共同点検を実施。
「水防資機材」の提供方法についても確認。
地元自治会との共同点検を実施し、危険個所等の情報を共有
（島根県、松江市、安来市、各消防団等）

取組機関 松江市、安来市、各消防団等、島根県

意宇川危険個所
共同点検

（島根県、松江市
（消防団））
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項 目 ８．水害リスクの高い重要水防区域、危険な箇所の共同点検等

内 容

H31年度取組 「危険な箇所」「重要水防区域」「水防資機材」の共同点検を実施。「水防資機材」
の提供方法についても確認（島根県、松江市、安来市、各消防団等）

Ｒ２年度予定

出水期前に、「危険な箇所」「重要水防区域」「水防資機材」の共同点検を実施。
「水防資機材」の提供方法についても確認。
地元自治会との共同点検を実施し、危険個所等の情報を共有
（島根県、松江市、安来市、各消防団等）

取組機関 松江市、安来市、各消防団等、島根県

意宇川危険個所
共同点検

（島根県、松江市
（消防団））

23



R1 連絡調整会議、共同点検（R1出水期前）（島根県、安来市（消防団））

伯太川（弘鶴橋）

水防資機材の情報共有飯梨川（飯梨橋下流）

項 目 ８．水害リスクの高い重要水防区域、危険な箇所の共同点検等

内 容

H31年度取組 「危険な箇所」「重要水防区域」「水防資機材」の共同点検を実施。「水防資機材」
の提供方法についても確認（島根県、松江市、安来市、各消防団等）

Ｒ２年度予定

出水期前に、「危険な箇所」「重要水防区域」「水防資機材」の共同点検を実施。
「水防資機材」の提供方法についても確認。
地元自治会との共同点検を実施し、危険個所等の情報を共有
（島根県、松江市、安来市、各消防団等）

取組機関 松江市、安来市、各消防団等、島根県
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要配慮者利用施設の
避難確保計画作成・

点検の流れ

国土交通省HP「◇法改正についての各地方ブロック説明会資料（平成29年6月作成）」より抜粋

項 目 １０．要配慮者利用施設の管理者が策定する避難確保計画作成及び訓練実施の支援

内 容
H31年度取組

要配慮者利用施設管理者向けの説明会（出雲河川、島根県）※他圏域
対象施設に対しての計画策定支援、施設管理者、職員に対しての防災メール登録の推
進、要配慮者支援組織合同研修会への参加（松江市）
対象施設への出前講座等を通じて、日頃からの備えや避難についての助言（安来市）

Ｒ２年度予定 対象施設に対する説明会の実施、作成支援（協議会全体）

取組機関 協議会全体
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要配慮者利用施設管理者による
避難核計画の作成・避難訓練実施の義務化

日時 令和元年６月７日（金）９ ００～１２ ００
場所 島根県庁６階 講堂
対象 県・市町村職員 約２５名
内容 水防法・島根県水防計画の概要 島根県河川課

防災気象情報の利活用 松江地方気象台

要配慮者利用施設管理者向けの説明会
（関係市町村、国土交通省、島根県河川課・砂防課等）

■計画作成状況
（水 害）島根県32.1%（247/769施設）

■全国目標；
令和３年度までに計画作成率100％

開催日 開催場所 参加人数

１ 平成29年1月11日（水） ２回 出雲会場 ３００人

２ 平成29年1月12日（木） ２回 松江会場 ３２０人

３ 平成29年1月20日（金） ２回 益田会場 ２２０人

４ 平成29年2月 8日（水） 隠岐島後会場 ４０人

５ 平成29年2月 9日（木） 隠岐島前会場 ３０人

６ 平成29年2月17日（金） ２回 浜田会場 １６０人

７ 平成30年3月13日（火） 益田会場 ６８人

８ 平成31年1月23,24日 ４回 出雲会場 ３００人

９ 令和 2年2月 6日（木） 江津会場 ２８人

開催状況

要配慮者利用施設管理者向け説明会（R2.2.6)（江津市）

項 目 １０．要配慮者利用施設の管理者が策定する避難確保計画作成及び訓練実施の支援

内 容
H31年度取組

要配慮者利用施設管理者向けの説明会（出雲河川、島根県）※他圏域
対象施設に対しての計画策定支援、施設管理者、職員に対しての防災メール登録の推
進、要配慮者支援組織合同研修会への参加（松江市）
対象施設への出前講座等を通じて、日頃からの備えや避難についての助言（安来市）

Ｒ２年度予定 対象施設に対する説明会の実施、作成支援（協議会全体）

取組機関 協議会全体
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要配慮者支援組織合同研修会（R2.1.26)（松江市）

項 目 １０．要配慮者利用施設の管理者が策定する避難確保計画作成及び訓練実施の支援

内 容
H31年度取組

要配慮者利用施設管理者向けの説明会（出雲河川、島根県）※他圏域
対象施設に対しての計画策定支援、施設管理者、職員に対しての防災メール登録の推
進、要配慮者支援組織合同研修会への参加（松江市）
対象施設への出前講座等を通じて、日頃からの備えや避難についての助言（安来市）

Ｒ２年度予定 対象施設に対する説明会の実施、作成支援（協議会全体）

取組機関 協議会全体
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Ｒ１伐採、堆積土砂撤去（松江市内）

施工前 施工後

項 目 １１．河川改修、堆積土砂の撤去等による洪水氾濫を未然に防ぐ対策

内 容

H31年度取組
通水を阻害する堆積土砂や立木の河川管理者への情報提供（松江市、安来市）
地元、市町村からの情報提供と、それらを踏まえて優先順位を付けて実施した（島根
県）

Ｒ２年度予定
通水を阻害する堆積土砂や立木の河川管理者への情報提供（松江市、安来市）
地元、市町村からの情報提供と、それらを踏まえて優先順位を付けて実施する（島根
県）

取組機関 松江市、安来市、島根県

朝酌川（下東川津町地内）
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Ｒ１伐採、堆積土砂撤去（安来市内）

施工前

施工後

吉田川

項 目 １１．河川改修、堆積土砂の撤去等による洪水氾濫を未然に防ぐ対策

内 容

H31年度取組
通水を阻害する堆積土砂や立木の河川管理者への情報提供（松江市、安来市）
地元、市町村からの情報提供と、それらを踏まえて優先順位を付けて実施した（島根
県）

Ｒ２年度予定
通水を阻害する堆積土砂や立木の河川管理者への情報提供（松江市、安来市）
地元、市町村からの情報提供と、それらを踏まえて優先順位を付けて実施する（島根
県）

取組機関 松江市、安来市、島根県

29



Ｒ２ 伐採・土砂撤去予定箇所（松江市内）

浚渫後の玉川

【松江県土整備事務所管内】
・実施予定箇所 ７ 箇所（５２百万円）

項 目 １１．河川改修、堆積土砂の撤去等による洪水氾濫を未然に防ぐ対策

内 容

H31年度取組
通水を阻害する堆積土砂や立木の河川管理者への情報提供（松江市、安来市）
地元、市町村からの情報提供と、それらを踏まえて優先順位を付けて実施した（島根
県）

Ｒ２年度予定
通水を阻害する堆積土砂や立木の河川管理者への情報提供（松江市、安来市）
地元、市町村からの情報提供と、それらを踏まえて優先順位を付けて実施する（島根
県）

取組機関 松江市、安来市、島根県
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R2 伐採・土砂撤去予定箇所（安来市内）

【広瀬土木事業所管内】
・実施予定箇所 ６ 箇所（１１６百万円）

伯太川（大塚）

伯太川（吉岡）

卯月川（西母里）

飯梨川（上坂田）

飯梨川（広瀬）

伯太川（目次）

項 目 １１．河川改修、堆積土砂の撤去等による洪水氾濫を未然に防ぐ対策

内 容

H31年度取組
通水を阻害する堆積土砂や立木の河川管理者への情報提供（松江市、安来市）
地元、市町村からの情報提供と、それらを踏まえて優先順位を付けて実施した（島根
県）

Ｒ２年度予定
通水を阻害する堆積土砂や立木の河川管理者への情報提供（松江市、安来市）
地元、市町村からの情報提供と、それらを踏まえて優先順位を付けて実施する（島根
県）

取組機関 松江市、安来市、島根県
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【期待される整備効果】

【事業概要】
• 中川は、河道が狭小なため毎年のように浸
水被害が頻発しており、特に昭和４７年の
梅雨前線豪雨では浸水面積６６ｈａ、床上
浸水１６８戸、床下浸水４１２戸、近年で
は平成１８年に浸水面積２０ｈａ、床上浸
水６戸、床下浸水８８戸の甚大な被害を
被っています。

• このことから、家屋浸水解消のため平成１
８年洪水に対応した河川断面を確保し、併
せて上流域において、放水路を整備するこ
とにより流域全体の治水安全度を早期に向
上させます。

松江市黒田～春日町地内

【Ｒ２年度事業内容】 用地補償１式 工損調査１式

斐伊川水系 中川（大規模特定河川事業）
ひ い か わ なかがわ

※平成18年洪水と同程度の降雨に対する効果

改修による水位低下 約６０cm

床上・床下浸水家屋
９４戸

浸水家屋 ０戸

城山西堀
川

中
川

北田
川

城山内堀
川

四十県堀
川

①

大規模特定河川事業
L=760ｍ

②

松江
城

松江北高
校 田原谷

池

法吉神
社

平成18年洪水時の状況

項 目 １１．河川改修、堆積土砂の撤去等による洪水氾濫を未然に防ぐ対策

内 容

H31年度取組
通水を阻害する堆積土砂や立木の河川管理者への情報提供（松江市、安来市）
地元、市町村からの情報提供と、それらを踏まえて優先順位を付けて実施した（島根
県）

Ｒ２年度予定
通水を阻害する堆積土砂や立木の河川管理者への情報提供（松江市、安来市）
地元、市町村からの情報提供と、それらを踏まえて優先順位を付けて実施する（島根
県）

取組機関 島根県

斐伊川水系 中川（大規模特定河川事業）
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項 目 １２．排水施設、排水資機材等の情報を共有

内 容
H31年度取組

排水施設現地点検（松江市）
島根県水防計画、国災害対策計画により排水施設、排水機材の情報共有（出雲河川、
島根県）

Ｒ２年度予定 島根県水防計画、国災害対策計画、各市水防計画により排水施設、排水機材の情報共
有（出雲河川、島根県、松江市、安来市）

取組機関 松江市、安来市、出雲河川事務所、島根県

令和２年度 島根県水防計画抜粋
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災害対策用機械配貸付要請 令和２年度 災害対策用機械配置図（中国地方整備局）

項 目 １２．排水施設、排水資機材等の情報を共有

内 容
H31年度取組

排水施設現地点検（松江市）
島根県水防計画、国災害対策計画により排水施設、排水機材の情報共有（出雲河川、
島根県）

Ｒ２年度予定 島根県水防計画、国災害対策計画、各市水防計画により排水施設、排水機材の情報共
有（出雲河川、島根県、松江市、安来市）

取組機関 松江市、安来市、出雲河川事務所、島根県
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項 目 １３．市町村庁舎等の災害拠点施設の自衛水防の推進

内 容

H31年度取組
新庁舎建設に向け、担当部署と耐水化・非常用電源確保等災害に対し必要な対策につ
いて、情報共有（松江市）
浸水想定区域内の市庁舎の機能確保のため、必要な対策について関係課と情報を共有
（安来市）

Ｒ２年度予定
本庁舎以外の公共施設における非常電源確保等災害対策について関係部署と情報共有
（松江市）
想定最大規模降雨に係る洪水浸水想定区域図の公表を受け、各庁舎の機能確保のため、
必要な対策について関係課と情報を共有（安来市）

取組機関 松江市、安来市、島根県

安来市松江市

【現状】
＜松江市立病院（災害拠点病院）＞

・洪水浸水想定区域外
＜松江赤十字病院（災害拠点病院）＞

・洪水浸水想定区域内（斐伊川）
・非常用発電機：浸水想定区域を

考慮し、建物内に
設置済

・自衛水防組織を創設
＜松江市役所＞

・洪水浸水想定区域内（斐伊川）
・非常用発電機：浸水想定区域を

考慮し、本庁舎敷
地内に設置済

【現状】
＜安来市立病院＞
・想定最大規模洪水浸水想定区域内（飯梨川）
・非常用発電機：1階2基・2階1基設置済

＜安来市役所＞
・洪水浸水想定区域内（伯太川）
・非常用発電機：非常用電源の屋上設置などの

対策を実施済
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松江圏域県管理河川における減災対策協議会　（各機関における取組内容の詳細及び取組状況）

赤字；Ｈ２９取組状況
青字；Ｈ３０取組状況
緑字；Ｈ３１取組状況
紫字；Ｒ２取組予定

松江市 安来市 出雲河川事務所 松江地方気象台 島根県

■水害リスク情報等を地域と共有し、命を守るための確実な避難の実現

平成31年度末まで

・想定最大規模降雨による洪水浸水
想定区域図作成・公表し、関係市へ
提供。
・H29～松江市
・H30～安来市

Ｈ２９取組状況
意宇川の洪水浸水想定区域図作成
(H30.5.25　公表予定)

Ｈ３０取組状況

飯梨川・伯太川の洪水浸水想定区域
図作成に着手

Ｈ３１取組状況

飯梨川・伯太川の洪水浸水想定区域
図作成（Ｒ1.6.28公表）
不動産関連団体への出前講座

Ｒ２取組予定

公表した区域図を活用して水害リスク
に関する出前講座等を実施

令和2年度末まで

・H30年度から検討開始
・県の洪水浸水想定区域図公表の後
に、水害ハザードマップの見直し。
・ハザードマップポータルサイトやマッ
プonしまねを活用し、住民等へ広く周
知。
・印刷物の各戸、事業所への配布。
・ハザードマップの見方、利用方法な
ど出前講座等を通じて周知

・H32年度末を目標
・県の洪水浸水想定区域図公表の後
に、水害ハザードマップの見直し。
・ハザードマップポータルサイトやマッ
プonしまねを活用し、住民等へ広く周
知。
・印刷物の各戸、事業所への配布。
・ハザードマップの見方、利用方法な
ど出前講座等を通じて周知

Ｈ２９取組状況

既存のハザードマップの見方、利用
方法など出前講座を通じて周知した。

H29年度中に防災マップの更新を完
了

Ｈ３０取組状況

・水害ハザードマップの見直し
・ハザードマップポータルサイトやマッ
プonしまねを活用し、住民等へ広く周
知した。

H30.4月各戸配布実施
ハザードマップの活用方法など出前
講座等を通じて周知した

Ｈ３１取組状況

・ハザードマップ（防災ガイドブック）を
橋北版、橋南版に分けて作成し、全
戸配布を実施。
・朝酌小4年生にハザードマップを活
用した防災授業を実施。

・マップonしまねやハザードマップの
活用方法など出前講座等を通じて周
知

Ｒ２取組予定

配布した防災ガイドブックを活用した
出前講座等を実施し、水害リスク情
報等について周知を図る。

・県の想定最大規模降雨に係る洪水
浸水想定区域図に基づき、ハザード
マップ更新についての検討を予定

1
想定最大規模降雨に係る洪水浸水想
定区域図の作成・周知

意宇川、
飯梨川、伯太川

2 水害ハザードマップの改良・周知 対象流域

取組機関
備考主な取組項目 対象 目標時期

1

【資料５】



松江圏域県管理河川における減災対策協議会　（各機関における取組内容の詳細及び取組状況）

赤字；Ｈ２９取組状況
青字；Ｈ３０取組状況
緑字；Ｈ３１取組状況
紫字；Ｒ２取組予定

松江市 安来市 出雲河川事務所 松江地方気象台 島根県

取組機関
備考主な取組項目 対象 目標時期

令和2年度末まで

・既存の水害対応チェックリストを基
に水害対応タイムラインを作成
・実洪水、情報伝達訓練を踏まえ適
宜見直し
・避難勧告等の判断・伝達マニュアル
の見直し（H30より実施）
・タイムラインに基づく 避難訓練の実
施

・既存の水害対応チェックリストを基
に水害対応タイムラインを作成
・実洪水、情報伝達訓練を踏まえ適
宜見直し
・避難勧告等の判断・伝達マニュアル
の見直し（H31より実施）
・タイムラインに基づく訓練実施の検
討

・水害対応タイムライン作成時におい
て、相談があれば技術的助言を行
う。

・水害対応タイムラインの確認・調整。水害対応タイムラインにおいて防災気象情報を有効に活用する観
点から助言

・既存の水害対応チェックリストを基
に水害対応タイムラインを作成
・実洪水、情報伝達訓練を踏まえ適
宜見直し
・設定水位の検証、見直し
・タイムラインに基づく訓練実施の支
援

Ｈ２９取組状況

既存の水害対応チェックリストを基に
水害対応タイムラインを作成の検討
を開始した。 ― ―

・水害対応タイムラインの確認・調整。水害対応タイムラインにおいて防災気象情報を有効に活用する観
点から助言

洪水予報河川・水位周知河川で水害
対応タイムラインを作成に着手

Ｈ３０取組状況

水害タイムライン作成のための、各関
係機関との調整

―

水害タイムライン作成時において要
請があれば、技術的助言

・水害対応タイムライン作成に係る助言の依頼なし 出水期前に連絡調整会議を開催し、
関係機関で水害対応ﾀｲﾑﾗｲﾝ、ﾁｪｯｸﾘ
ｽﾄ等の情報を共有。　実洪水・情報
伝達訓練を通じ必要に応じて見直し。

Ｈ３１取組状況

・タイムラインを活用した住民避難訓
練の実施（６月、１０月）

・警戒レベルの設定に伴い、避難勧
告等の判断・伝達マニュアル及びタイ
ムラインの見直しを実施

水害タイムライン作成時において、技
術的助言の依頼なし

・水害対応タイムライン作成に係る助言の依頼なし 出水期前に連絡調整会議を開催し、
関係機関で水害対応ﾀｲﾑﾗｲﾝ、ﾁｪｯｸﾘ
ｽﾄ等の情報を共有。

Ｒ２取組予定

市民ひとりひとりのマイタイムライン
作成に向けた出前講座等講習会の
実施。

・避難勧告等の判断・伝達マニュアル
及びタイムラインの見直しを行う

水害タイムライン作成時において要
請があれば、技術的助言を行う

・水害対応タイムラインの確認・調整。水害対応タイムラインにおいて防災気象情報を有効に活用する観
点から助言

出水期前に連絡調整会議を開催し、
関係機関で水害対応ﾀｲﾑﾗｲﾝ、ﾁｪｯｸﾘ
ｽﾄ等の情報を共有。　実洪水・情報
伝達訓練を通じ必要に応じて見直し。

平成28年度から継
続実施

・出水期前の情報伝達演習等を通じ
るなどにより連絡体制の定着を図る

・出水期前の情報伝達演習等を通じ
るなどにより連絡体制の定着を図る

・出水期前の情報伝達演習等を通じるなどにより連絡体制の定着を図る ・出水期前の情報伝達演習等を通じ
るなどにより連絡体制の定着を図る

Ｈ２９取組状況

・出水期前の情報伝達訓練を実施し
連絡体制を確認した。

洪水対応演習にあわせ、ホットライン
連絡先の確認を実施（H29.5月) ―

情報伝達演習の実施【H29.4.28】

Ｈ３０取組状況

・情報伝達演習でホットラインを実施
・ホットラインを含めた情報伝達演習
（4月25日実施）
・実洪水においてホットラインを実施
（9月30日台風24号)

・情報伝達演習でホットラインを実施
・ホットラインを含めた情報伝達演習
（4月25日実施）
・実洪水においてホットラインを実施
（9月30日台風24号)

・6月20日実施の防災訓練においてホットラインを実施 ・情報伝達演習でホットラインを実施
・ホットラインを含めた情報伝達演習
（4月25日実施）
・防災訓練（6月20日）においてホット
ラインを実施
・実洪水においてホットラインを実施
（9月30日台風24号)

Ｈ３１取組状況

・ホットラインを含めた県管理河川に
おける情報伝達演習（4月25日実施）

・ホットラインを含めた県管理河川に
おける情報伝達演習（4月25日実施）

―

・出水期前の情報伝達演習等により
連絡体制の定着を図る
・ホットラインを含めた情報伝達演習
（4月25日）

Ｒ２取組予定

・出水期前の情報伝達演習等を通じ
るなどにより連絡体制の定着を図る
・ホットラインを含めた情報伝達演習

・出水期前の情報伝達演習等を通じ
るなどにより連絡体制の定着を図る
・ホットラインを含めた情報伝達演習

・出水期前の情報伝達演習等を通じるなどにより連絡体制の定着を図る
・ホットラインを含めた情報伝達演習

・出水期前の情報伝達演習等を通じ
るなどにより連絡体制の定着を図る
・ホットラインを含めた情報伝達演習

3
避難勧告等の発令に着目した水害対
応タイムラインの策定

意宇川、
飯梨川、伯太川

4
洪水時における河川管理者からの情報
提供（ホットラインの定着）

意宇川、
飯梨川、伯太川

2



松江圏域県管理河川における減災対策協議会　（各機関における取組内容の詳細及び取組状況）

赤字；Ｈ２９取組状況
青字；Ｈ３０取組状況
緑字；Ｈ３１取組状況
紫字；Ｒ２取組予定

松江市 安来市 出雲河川事務所 松江地方気象台 島根県

取組機関
備考主な取組項目 対象 目標時期

令和2年度末まで

・防災気象情報の改善
　〇危険度を色分けした時系列
　〇警報級の可能性の提供
　〇危険度分布（メッシュ情報）の充実

・次期水防情報システムの開発
　〇操作法を改善し迅速な情報提供
　〇観測データの異常値チェック機能
　〇ｽﾏｰﾄﾌｫﾝに対応した情報提供
　〇訓練シナリオの充実
・雨量計、水位計等の更新

Ｈ２９取組状況

・平成29年度出水期より改善された防災気象情報を提供開始（完） ・次期水防情報システム開発に着手

Ｈ３０取組状況

・平成30年5月30日より松江市において大雨警報、注意報（浸水）について新基準での運用開始
・平成30年6月20日より降水短時間予報をこれまでの6時間先までから15時間先まで延長
・平成31年3月14日より、台風強度予報をこれまでの3日間から5日間先まで延長

・次期水防情報システム開発

Ｈ３１取組状況

・令和元年6月12日より、台風予報に係る予報円、暴風警戒域の絞り込みとともに台風予報の信頼度をよ
り的確に表現する形での発表を開始
・令和元年6月28日より、大雨警報（土砂災害）の危険度分布の高解像度化の開始
・令和元年12月24日より、危険度分布とリスク情報（浸水想定区域、土砂災害警戒区域）を重ね合わせて
表示できるよう改善
・令和2年3月18日より、天気の分布予報及び時系列予報の高解像度化・予報期間の延長等改善を行
い、リニューアルした気象庁ホームページによる発表を開始

・次期水防情報システム運用開始及
び周知への取組
・雨量計、水位計等の更新に着手

Ｒ２取組予定

・大雨警報・注意報（浸水害）洪水警報・注意報等の基準についての評価及び検証を行い、必要に応じて
基準の見直しを行う。

・雨量計、水位計等の更新完了

平成30年度から順
次実施

・モデル河川に簡易水位計を整備し、
効果を検証した上で順次拡大をは図
る。
　〇モデル河川・・・北田川

Ｈ２９取組状況 ―

Ｈ３０取組状況

河川監視カメラの整備（意宇川：八雲
町地内２箇所、東出雲町地内１箇所）

・簡易水位計の整備
　松江市：北田川
　安来市：伯太川
・水位表示板整備
　松江市：意宇川

Ｈ３１取組状況

・河川監視カメラの整備、配信
　松江市：佐陀川

Ｒ２取組予定

・河川監視カメラの整備、配信
　松江市：意宇川
　安来市：伯太川

避難勧告等の発令判断を的確に行うた
めの水防情報提供の充実

圏域

6
水害リスクの高い箇所を監視する簡易
水位計等の整備

―

5

3



松江圏域県管理河川における減災対策協議会　（各機関における取組内容の詳細及び取組状況）

赤字；Ｈ２９取組状況
青字；Ｈ３０取組状況
緑字；Ｈ３１取組状況
紫字；Ｒ２取組予定

松江市 安来市 出雲河川事務所 松江地方気象台 島根県

取組機関
備考主な取組項目 対象 目標時期

毎年継続実施

・住民自らが考え、行動できる情報入
手方法の周知
・出前講座による防災知識の普及や
自らの避難行動につながる訓練実施
・国の減災対策協議会に併せ小・中
学生に対する防災教育の実施

・出前講座等により水防情報の入
手、活用方法等について周知
・広報紙を活用した防災情報発信

・出前講座による水防情報の入手、
活用方法等の普及について、引き続
き取り組む。

・出前講座等により防災気象情報の入手、活用方法等について周知。また、協議会として防災教育を実施
する際には講師派遣、資料提供に対応。

・出前講座により水防情報の入手、
活用方法等について周知
・広報紙を活用した防災情報発信
・避難行動に資する各種情報提供の
検討

Ｈ２９取組状況

・出前講座による防災知識の普及や
自らの避難行動につながる訓練を実
施した。
・国の減災対策協議会に併せ、本庄
小学校・中学校で防災教育を行った。

出前講座１４回実施 ・出雲市で行われた防災訓練に参加
・パネル展示を行い、過去の災害や
その対策等（被災現場の情報収集
ツール、小型衛星装置を使った映像
伝送のデモ）を掲示
・防災出前講座の実施
　【29.7.2】松江市玉湯町湯町
　【29.10.1】出雲市大津地区

【H29.5.25】
・松江市史講座において、気象に関する知識の普及を実施した。
【H29.10.28】
・松江市防災会議において、気象に関する知識の普及を実施した。
【H29.11.1】
・JRC秋季協議会において、気象庁ワークショップを開催した。
【H29.11.13】
・安来市立伯太中学校において、地震に関する知識の普及を実施した。

・新聞広報（考える県政）【H29.6.18】
・水防技術講習会【H30.3.18】

Ｈ３０取組状況

・住民自らが考え、行動できる情報入
手方法の周知
・出前講座による防災知識の普及
【　（H30年度開催回数：１２６回）】
・島大附属小での授業

出前講座、広報誌を活用した防災情
報発信を行う
出前講座：２5回
地域研修会参加：２回
（12/20現在）

・雲南市下熊谷地区出前講座
・出雲市立北陽小学校出前講座
・出雲市大津地区出前講座
・出雲市中天神地区防災会出前講座
・出雲市北陽小学校出前講座

【H30.6.4】
・松江地区防災関係機関連絡会議において、気象に関する知識の普及を実施した。
【H30.6.27】
・島根県砂防ボランティア協会総会において、気象、地震に関する知識の普及を実施した。
【H30.10.23】
・津田地区民生委員研修会において、気象に関する知識の普及を実施した。
【H30.10.29】
・島根県建設技術セミナーにおいて、気象に関する知識の普及を実施した。
【H30.11.4】
・松江市環境フェスティバルにおいて、気候変動に関する知識の普及を実施した。
【H30.11.13】
・安来市立伯太中学校において、土砂災害、地震に関する知識の普及を実施した。

・新聞広報、防災研修実施

Ｈ３１取組状況

出前講座の実施
意宇川水防訓練後の防災研修会実
施

・出前講座、広報誌を活用した防災
知識の普及
出前講座：２４回

・出雲市灘分地区防災出前講座
・出雲市長浜地区防災出前講座
・出雲市防災訓練への参加

【R1.6.11】
・松江地区防災関係機関連絡会議において、気象に関する知識の普及を実施した。
【R1.9.25】
・城西地区の防災・町自連に関する合同研修会において、気象に関する知識の普及を実施した。
【R1.10.16】
・安来市立伯太中学校において、地震に関する知識の普及を実施した。
【R1.11.4】
・松江市環境フェスティバルにおいて、気候変動に関する知識の普及を実施した。

・新聞広報（考える県政）、出前講座
等

Ｒ２取組予定

出前講座の実施 ・出前講座、広報誌を活用した防災
知識の普及を行う

要請により防災訓練、出前講座等の
実施

・出前講座等 ・新聞広報（考える県政）、出前講座
等

7
住民の水防災意識の向上に資する出
前講座や広報紙を活用した防災知識の
普及や訓練

圏域

4



松江圏域県管理河川における減災対策協議会　（各機関における取組内容の詳細及び取組状況）

赤字；Ｈ２９取組状況
青字；Ｈ３０取組状況
緑字；Ｈ３１取組状況
紫字；Ｒ２取組予定

松江市 安来市 出雲河川事務所 松江地方気象台 島根県

取組機関
備考主な取組項目 対象 目標時期

平成30年度から

・出水期前に重要水防区域、危険な
箇所、水防資機材等について、河川
管理者・市・消防団等と共同点検
・危険箇所における避難勧告等の判
断に関する研修への参加
・河川管理者と協議し、出水時のパト
ロール重点範囲と体制の整備

・出水期前に重要水防区域、危険な
箇所、水防資機材等について、河川
管理者・市・消防団等と共同点検
・危険箇所における避難勧告等の判
断に関する研修への参加

・出水期前に重要水防区域、危険な
箇所、水防資機材等について、河川
管理者・市・消防団等と共同点検
・危険箇所における避難勧告等の判
断に関する研修の開催

Ｈ２９取組状況

・出水期前に重要水防区域、危険な
箇所、水防資機材等について、市、
地元・消防団と確認した。

河川管理者・市・消防本部・消防団等
と河川危険箇所の点検を実施（H29.5
月) ―

Ｈ３０取組状況

・出水期前に重要水防区域、危険な
箇所、水防資機材等について、河川
管理者・消防署・警察署・消防団等と
共同点検
（６月３日、６月１２日実施）

河川管理者・市・消防本部・消防団等
と河川危険箇所の点検を実施（H30.6
月)

・出水期前に連絡調整会議を開催
し、「危険な箇所」「重要水防区域」
「水防資機材」の共同点検を実施。
「水防資機材」の提供方法についても
確認。
・地元自治会との共同点検を実施し、
危険個所等の情報を共有

Ｈ３１取組状況

・重要水防区域、危険な箇所、水防
資機材等について、河川管理者・市・
消防団等と共同点検を実施

・出水期前に重要水防区域、危険な
箇所、水防資機材等について、河川
管理者・市・消防団等と共同点検を実
施

・「危険な箇所」「重要水防区域」「水
防資機材」の共同点検を実施。「水防
資機材」の提供方法についても確認
した。

Ｒ２取組予定

・出水期前に重要水防区域、危険な
箇所、水防資機材等について、河川
管理者・消防署・警察署・消防団等と
確認をおこなう。

・出水期前に重要水防区域、危険な
箇所、水防資機材等について、河川
管理者・消防署・警察署・消防団等と
確認をおこなう。

・出水期前に、「危険な箇所」「重要水
防区域」「水防資機材」の共同点検を
実施。「水防資機材」の提供方法につ
いても確認。
・地元自治会との共同点検を実施し、
危険個所等の情報を共有

令和2年度から

・県の情報提供後、浸水実績等の周
知検討

・県の情報提供後、浸水実績等の周
知検討

・過去の浸水実績や簡易な方法を活
用した浸水想定区域を関係市へ提
供。
・役場等に係る河川を中心に対象河
川を調整

Ｈ２９取組状況 ― ― ―

Ｈ３０取組状況 ― ―

簡易な方法を活用した浸水想定区域
を検証

Ｈ３１取組状況 ― ― ―

Ｒ２取組予定

・県の情報提供後、浸水実績等の周
知の検討

・県の情報提供後、浸水実績等の周
知の検討

中小河川の洪水浸水リスクの検討

8
水害リスクの高い重要水防区域、危険
な箇所の共同点検等

意宇川、
飯梨川、伯太川　他

9 水害危険性の周知促進 ―

5



松江圏域県管理河川における減災対策協議会　（各機関における取組内容の詳細及び取組状況）

赤字；Ｈ２９取組状況
青字；Ｈ３０取組状況
緑字；Ｈ３１取組状況
紫字；Ｒ２取組予定

松江市 安来市 出雲河川事務所 松江地方気象台 島根県

取組機関
備考主な取組項目 対象 目標時期

■要配慮者利用施設における確実な避難

平成28年度から継
続実施

・県管理河川の洪水浸水想定区域図
公表後、要配慮者利用者施設の見直
しを実施。
・対象施設に対し、出前講座の実施
や計画策定支援の説明会を実施。
・施設管理者、職員に対しての防災
メール登録の推進
・訓練の企画、実施の支援

・県管理河川の洪水浸水想定区域図
公表後、要配慮者利用者施設の見直
しを実施。
・避難確保計画策定の支援
・避難訓練実施の支援

・要配慮者利用施設の管理者が作成
した避難確保計画について、自治体
担当者から相談があれば技術的な助
言を行う。

・平成28年度施設管理者向け説明会の開催
・避難確保計画において防災気象情報を有効に活用する観点から助言

・平成28年度施設管理者向け説明会
の開催
・モデル施設で作成する避難確保計
画を協議会の場で共有
・市町村に対し、計画策定の支援方
法等に関する説明会を開催
・訓練実施の支援

Ｈ２９取組状況

県管理河川の洪水浸水想定区域図
を基に、要配慮者利用施設の洗い出
しを行った。

（H30.3月末現在）
対象施設　　　５４施設
作成済施設　　５０施設 ―

・（説明会及び）避難確保計画作成に係る助言の依頼なし。

―

Ｈ３０取組状況

・対象施設に対しての計画策定支援
の説明会の実施（８月３１日実施）【対
象施設137　作成提出済施設105(Ｈ
31.3.31現在）】
・施設管理者、職員に対しての防災
メール登録の推進

・計画を策定し、避難訓練等へ繋げて
もらうことが重要なため、多くの施設
で策定している火災に対する避難計
画などをベースに、洪水や土砂災害
に対する備えを盛り込んでもらうよう
指導。
・対象施設への出前講座等を通じて、
日頃からの備えや避難についての助
言を行っている。
・対象施設数：７２施設 内策定済 ５８
施設
・避難訓練実施施設：２７施設
・相談件数：１２件

出雲市要配慮者利用施設の管理者
向け説明会実施

・（説明会及び）避難確保計画作成に係る助言の依頼なし。 市町村の要請に応じて技術的な支援
を行う

Ｈ３１取組状況

・計画未提出施設に対する策定支援
（提出１１５／１３７施設）
・施設管理者、職員に対しての防災
メール登録の推進
・要配慮者支援組織合同研修会への
参加

・対象施設への出前講座等を通じて、
日頃からの備えや避難についての助
言を行った。
・対象施設数：７２施設 内策定済 ６０
施設

要配慮者利用施設管理者向けの説
明会実施（松江圏域においては、市
町村からの技術的な支援要請なし）

・（説明会及び）避難確保計画作成に係る助言の依頼なし。 要配慮者利用施設管理者向けの説
明会実施（松江圏域においては、市
町村からの技術的な支援要請なし）

Ｒ２取組予定

・対象施設に対し、計画策定支援をお
こなう。

・計画未提出施設に対する再周知と
策定支援

計画作成に際して相談があれば助言
を行う。

・（説明会及び）避難確保計画作成に協力する。 市町村の要請に応じて技術的な支援
を行う

10
要配慮者利用施設の管理者が策定す
る避難確保計画作成及び訓練実施の
支援

圏域

6



松江圏域県管理河川における減災対策協議会　（各機関における取組内容の詳細及び取組状況）

赤字；Ｈ２９取組状況
青字；Ｈ３０取組状況
緑字；Ｈ３１取組状況
紫字；Ｒ２取組予定

松江市 安来市 出雲河川事務所 松江地方気象台 島根県

取組機関
備考主な取組項目 対象 目標時期

■被災すると社会経済に大きな影響を与える施設や基盤の保全を図る

毎年継続実施

・通水を阻害する堆積土砂や立木の
河川管理者への情報提供

・通水を阻害する堆積土砂や立木の
河川管理者への情報提供

・河川整備状況を共有
・河川改修、水門、排水施設の長寿
命化について計画的に実施
・通水を阻害する堆積土砂・立木の撤
去について関係市と調整し優先箇所
を定めて順次実施

Ｈ２９取組状況

松江市都市整備部を通じて、堆積土
砂や立木の情報提供、撤去の要請を
行った。

土木建設課から情報提供 ・河道掘削、立木伐採については、地
元、市町村の要望を踏まえて優先箇
所について実施

Ｈ３０取組状況

・通水を阻害する堆積土砂や立木の
河川管理者への情報提供

土木建設課から情報提供 ・河道掘削、立木伐採については、地
元、市町村の要望を踏まえて優先箇
所について実施。

Ｈ３１取組状況

・通水を阻害する堆積土砂や立木の
河川管理者への情報提供

・通水を阻害する堆積土砂や立木の
河川管理者への情報提供
（土木建設課対応）

・河道掘削、立木伐採については、地
元、市町村の要望を踏まえて優先箇
所について実施

Ｒ２取組予定

・通水を阻害する堆積土砂や立木の
河川管理者への情報提供

・通水を阻害する堆積土砂や立木の
河川管理者への情報提供
（土木建設課対応）

・河道掘削、立木伐採については、地
元、市町村の要望を踏まえて優先箇
所について実施

毎年継続実施

・排水施設、排水資機材等の情報の
共有
・河川管理施設、河川占用施設の適
正な管理と点検

・排水施設、排水資機材等の情報の
共有
・河川管理施設、河川占用施設の適
正な管理と点検

・水防連絡会等により、排水施設、排
水資機材等の情報の共有を行う。

・排水施設、排水資機材等の情報の
共有
・長期にわたり浸水が継続し重要施
設（市町村庁舎等）が存する地域に
おいて排水計画を作成
・河川管理施設、河川占用施設の適
正な管理と点検

Ｈ２９取組状況

・排水施設、排水資機材等の情報の
共有を行った。

県水防計画により排水施設、排水機
材の情報を共有

・平成29年度災害対策計画により排
水施設、排水機材の情報共有

・平成29年度水防計画により排水施
設、排水機材の情報共有

Ｈ３０取組状況

・排水施設、排水資機材等の情報の
共有
・河川管理施設、河川占用施設の適
正な管理と点検

県水防計画により排水施設、排水機
材の情報を共有

・平成30年度災害対策計画により排
水施設、排水機材の情報共有

・平成30年度水防計画により排水施
設、排水機材の情報共有

Ｈ３１取組状況

排水施設現地点検 ・県水防計画により排水施設、排水
機材の情報を共有

平成31年度災害対策計画により排水
施設、排水機材の情報共有

平成31年度水防計画により排水施
設、排水機材の情報共有

Ｒ２取組予定

・松江市水防計画に基づく、排水施
設、排水機材の情報共有及び現地点
検

・県水防計画により排水施設、排水
機材の情報を共有

令和2年度災害対策計画により排水
施設、排水機材の情報共有予定

令和２年度水防計画により排水施
設、排水機材の情報共有

河川改修、堆積土砂の撤去等による洪
水氾濫を未然に防ぐ対策

圏域

12 排水施設、排水資機材等の情報を共有 圏域
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松江圏域県管理河川における減災対策協議会　（各機関における取組内容の詳細及び取組状況）

赤字；Ｈ２９取組状況
青字；Ｈ３０取組状況
緑字；Ｈ３１取組状況
紫字；Ｒ２取組予定

松江市 安来市 出雲河川事務所 松江地方気象台 島根県

取組機関
備考主な取組項目 対象 目標時期

平成29年度から継
続実施

・浸水想定区域内の庁舎や災害拠点
病院等に対する情報伝達体制・方法
の情報共有
・浸水想定区域内の市庁舎の機能確
保のため、耐水化・非常用電源等の
必要な対策について、情報共有

・浸水想定区域内の庁舎や災害拠点
病院等に対する情報伝達体制・方法
の情報共有
・浸水想定区域内の市庁舎の機能確
保のため、耐水化・非常用電源等の
必要な対策について、情報共有

・浸水想定区域内の庁舎や災害拠点
病院等に対する情報伝達体制・方法
の情報共有
・浸水想定区域内の市庁舎の機能確
保のため、耐水化・非常用電源等の
必要な対策について、情報共有

Ｈ２９取組状況

浸水想定区域内の現庁舎について、
庁舎管理部門へ情報提供を行った。

浸水想定区域内での庁舎建替にあ
たり、庁舎管理部門と協議のうえ非
常用電源の屋上設置などの対策を実
施

―

Ｈ３０取組状況

・浸水想定区域内の市庁舎の機能確
保のため、耐水化・非常用電源等の
必要な対策について、情報共有

浸水想定区域内の庁舎の機能確保
のため、必要な対策について関係課

と情報共有を行う。 ―

Ｈ３１取組状況

・新庁舎建設に向け、担当部署と耐
水化、非常用電源確保等災害に対し
必要な対策について、情報共有

・浸水想定区域内の庁舎の機能確保
のため、必要な対策について関係課
と情報共有 ―

Ｒ２取組予定

・本庁舎以外の公共施設における非
常用電源確保等災害対策について、
関係部署と情報共有

・最大規模浸水想定区域内の公表を
受け、各庁舎の機能確保のため、必
要な対策について関係課と情報共有
を行う

―

13
市町村庁舎等の災害拠点施設の自衛
水防の推進

圏域
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